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　こんにちは、生活文化サークル（Leaf）です。私たちは計19名のメン
バーで、SDGs をはじめ、地域活性や環境、教育に関することについて、
学生が主体的にかつ自由に活動できる環境を作ることを目指しています。
　2024年に結成したばかりのサークルで、自分たちの力で新しいこと
にチャレンジしたり、活動をSNSで発信したりと、色々なところで活躍し、
自由に創り上げていこうとしている最中です。そんなサークルがこれまで
に取り組んだ活動は、大学図書館2階にあるSDGsコーナーの開設
（P.13）、ビーチクリーン活動、生協の弁当箱（リリパック）の回収促進

　2015年に国連総会でSDGsが採択され、目標期限まで残り6年となりました。2023年の調査によると、SDGsの認知率は９割を超えていて広く知られていま
す。しかし皆さんに考えてほしいことがあります。将来皆さんが教師として働いていたとしましょう。ある日児童生徒に「先生、SDGsって何ですか？」と聞かれたと
き、皆さんはSDGsについて正しく教えることができるでしょうか？教員養成系の大学生を対象にした調査によると、約２割の学生が「SDGsという言葉やその意
味や内容を知っている」と回答しました。残りの８割の学生は調査の段階では「説明できない」または「知らない」ということになります。この調査は他の大学で行
われたものですが、私たち福岡教育大学でも同じようなことが言えるのではないでしょうか？
　私たちは、児童生徒に間違ったことを教えてはならない教師になります。学生として学べるうちに正しい知識を手に入れなければなりません。そして集めた知
識を教育のために活用していく必要があります。これは教科についての内容だけではありません。社会で話題になっていることも正しく理解していなければなりま
せん。SDGsも然りです。しかしいざ調べようとすると話題性があるが故に情報量は膨大です。一人でその中から必要なものだけを読み取ることは困難だと感じ
ました。そこで興味を持った人が気軽にSDGsについて知り、考えることができる場所を作りたいと考えました。
　場所を考えた結果、本や資料を集めることが可能な図書館にSDGsに関する本や資料、教材をまとめたSDGsコーナーを作ることにしました。

（文章で扱ったデータについて）
「教員養成系大学生のSDGsに対する認知度および意識調査」　岩間 叶実、片桐 正敏、川邊 淳子 令和3年8月
「電通、第6回「SDGsに関する生活者調査」実施」

福岡教育大学学術情報センター図書館の2階に開設さ
れたSDGsコーナーを手がけた生活文化サークル（Leaf）
の皆さんにお話を伺いました。

活動などです。今後はさらに活動の幅を広げ、宗像市内の観光スポット
やカフェ、ショップにWebサイトを利用した「モバイルスタンプラリー」を
展開することで自転車等を活用し観光を促進するという活動を企画し
ています。宗像市内でも活動の幅を広げていきたいと考えていますの
で、ぜひLeafのInstagram＠leaf_utefをチェックしてみてください。

生活文化サークル（Leaf）

　皆さん、「競技ダンス」をご存知ですか？　競技ダンスは、社交ダンス
を競技化させた非常に華やかなスポーツです。競技種目は、ワルツやタ
ンゴといった優雅さ引き立つ「スタンダード」、チャチャチャやサンバと
いったエネルギーみなぎる「ラテン」の2種に大別され、フロアで各種目
の美しさを競います。
　福岡教育大学競技ダンス部は現在、九州産業大学競技ダンス部と
合同で練習を行っています。筋トレ、ステップの基礎練習、実際に2人で
組んで踊る練習など、日々それぞれ理想の美しさを目指し、切磋琢磨し

ているところです。
　部員が少なくまだ大会経験はありませんが、このような日々の練習や、
他大学参加の合宿において、各地の競技ダンス部の部員と深く交流で
きることも、この部活の魅力です。しかも、そのうちほぼ全員が競技ダン
ス未経験スタート！　何かにアツくなれる自分を大学で見つけたい方、

何年生でも大歓迎です！　
　学祭でのダンスデモンストレー
ションや衣装展示、日々の練習の
様子はInstagramでご覧いただ
けます。競技ダンス部が気になる
という方、是非@utef_ballroom
をフォローしてくださいね。

競技ダンス部

C I R C L E  I N F O R M A T I O N
サ ー ク ル 紹 介

中等教育教員養成課程家庭専攻4年

古川 詩音
ふる かわ おんし

ます だ み お
中等教育教員養成課程国語専攻３年

増田 実桜

競技ダンス部
Instagram

生活文化サークル（Leaf）
Instagram

SDGsコーナーについては
13ページへ

図書館にSDGs
コーナーを開設

①～SDGsコーナーの設置背景～

　SDGsコーナーは、今年度の春休みに設置しました。ここでは、教育大学であることを生かした「SDGs×教育」
の書籍、SDGsの基礎知識を楽しく学ぶサイコロやすごろくなどの教材も展示しています。教科でSDGsを取り上げ
る授業プランの作成のアイデアや、持続可能な開発のための教育(ESD)のあり方などがあります。これからの持続
可能な社会を構築するための担い手を育てる教育自体を持続可能にするための道しるべになればと考えています。
　今後は、生活文化サークル（Leaf）のメンバーでポップを作成したり、新たな教材を展示したりと、このコーナーを
どんどん発展させていきたいと思います！

②～SDGsコーナーの説明～

　このように、SDGsコーナーでは、SDGs基礎知識に関する本や、教育とSDGsに関する本を、サー
クルメンバーが選書して配架していますが、本のラックがまだまだ充実していません。今後は、SDGs
に関する本を充実させ、学生や教職員の方に1冊でも多くの本を手に取ってもらえるように魅力的な
場所にしていきたいです。
　現在計画しているのは、月ごとにSDGsの１７の目標のうち１つの目標を決め、その目標に関連する
本を配架していくことです。また、本だけでなく、新聞記事や教材なども今より充実させていきたいと
思っています。
　このコーナーには、Googleフォーム形式のアンケートも掲示していますので、みなさんの御意見も
沢山お待ちしております！一緒にこのSDGsコーナーを盛り上げていけたら嬉しいです。

③～今後の展望～
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5本学附属幼稚園が「子供の読書活動優秀実践校・園・図書館・団体（個人）の文部科学大臣表彰」にて表彰

6

4カセサート大学学生と家庭科教育の交流研修を実施1令和５年度福岡教育大学優秀教育実習生賞表彰式
　令和６年２月１５日（木）に「令和５年度福岡教育大学優秀教育実
習生賞」表彰式を挙行いたしました。
　この賞は､「実習生としての教育的愛情､使命感の自覚､授業や学級
運営等における教育方法の創意工夫､そして同僚と協同しながら切磋
琢磨してきた数々の努力と工夫に敬意を払い､その功績を称える」こと
を目的として創設され､本年度は１０名の学生が受賞しました。
　飯田学長から､代表者に表彰状及び後援会からの副賞が贈呈され
た後､激励がありました。
　続いて､河鍋後援会会長から、優秀な教育実習生を称える祝辞を
いただき、併せて激励のお言葉をいただきました。
　学生の代表からは､「本日は、このような機会を設けていただき、誠
にありがとうございます。今回このような賞をいただくことが出来たの
は、附属学校や公立学校の先生方、大学の先生方のご指導と、実習
先の子供たち、実習を共に乗り越えた仲間のおかげだと感じます。」
と謝辞と将来の抱負が述べられました。

2福岡工業大学と教員養成に関する連携協定を締結
優秀教育実習生賞表彰式

宗像高校文化祭（鳳雛祭）に本学学生がブースを出展

　令和6年6月1日（土）、福岡県立宗像高等学校文化祭（鳳雛祭）の地
域連携企画に、福岡教育大学のボランティア学生３名がブースを出展
し、高校生やその兄弟姉妹、保護者などの来場者と交流しました。
　ブースでは、「プログラミングで車を走らせてみよう」「先生になって
漢字の丸付けをしてみよう」「アニメと近代文学について語ろう」とい
う、学生の日頃の学修成果を基盤にした体験・交流活動を準備し、
ブース来場者と、教員養成大学での学びについて話が弾みました。
　ブースに参加した高校生からは、「教師を目指しているわけではな
かったが、教育大の学生といっしょに活動したり考えたりして、楽しそ
うだと思った。」との声が聞かれました。企画した学生からも、「先生に
なったつもりで、高校生達と交流したが、その反応が勉強になった。回
を重ねる毎に説明もうまくなり、反応もよくなってきて嬉しかった。」と
の声が聞かれ、双方に有意義な時間となりました。
　今後も、福岡教育大学の学生の学びのアウトプットの機会を設け、
地域に貢献するとともに、教師を目指す学生の資質能力の向上に努

　本学附属幼稚園が「令和６年度子供の読書活動優秀実践校・園・
図書館・団体（個人）文部科学大臣表彰」にて表彰されました。
　文部科学省では、子供が積極的に読書活動を行う意欲を高める活
動について、優れた実践を行っている学校・図書館・団体（個人）に対
して、毎年度、文部科学大臣表彰を行っています。令和６年度より新た
に幼稚園も対象となり、本学附属幼稚園が表彰されることとなりまし
た。令和６年４月２３日（火）に開催され、「令和６年度子どもの読書活
動推進フォーラム」にて表彰式が行われました。
　本学附属幼稚園では、長年、保護者や大学などと連携して附属幼
稚園の強みを活かした特色ある読書活動を積極的に推進しており、
とくに幼児の興味・関心、探求心に応える環境づくりと読書機会の確
保において、優れた取り組みが認められました。
　具体的には、絵本の部屋を活用したPTAによる「ふぞく文庫」の貸
出、保護者有志のサークル「城山ソウル」によるおはなし会、毎月の誕
生会における園長の読み聞かせプレゼント、年長児ぽぷら組による
小学校図書館訪問、「城山劇場」における幼児主体の劇づくり等です。
　これらの多様な取り組みにより、幼児はますます絵本や図鑑に興味
を示し、絵本や紙芝居の読み聞かせを楽しみにするなど成果が表れ
ています。
　今後も引き続き、積極的な読書活動により、幼児の感性や表現力を

　2024年4月22日～26日に本学協定校であるタイのカセサート大学
から、家庭科教育を専攻する5名の学生が研修に訪れました。この研
修はカセサート大学のDr.Saratapunと本学家政教育研究ユニット貴
志倫子教授の企画により実施されました。
　附属久留米小中学校や公立学校で家庭科授業を参観したり、24日
からの3日間、タイと日本の家庭科カリキュラムやSDGsの取り組み状
況を学生同士、お互いに発表しました。またタイの日常料理と日本の
伝統料理の作り方を教え合って調理実習を行ったり、日本の学生は
浴衣の着方を、タイの学生は布のアクセサリーの作り方を示範して体
験活動を行いました。さらにタイの学生と中等家庭専攻の1年生が合
同で、宗像大社や地産地消を進める道の駅むなかたをめぐり交流を
深めました。
　文化の違いを超え、日常生活を対象とする家庭科教育を学ぶ者同士、 カセサート大学学生との交流研修

附属幼稚園表彰

宗像高校文化祭

　令和６年２月２1日（水）福岡工業大学と教員養成の充実を図るこ
とを目的に、連携協定を締結しました。締結式には、福岡工業大学か
ら、村山学長、山下常務理事、倪副学長、三澤理事・事務局長、徳永
教育力育成センター長、上寺教職課程委員長、長谷川教務部事務部
長、福岡教育大学からは、飯田学長、相部理事、森副学長、牧野事務
局長、坂井教職実践専攻主任、花島教授、坂本教育支援課長が出席
して行われました。 
　今回の協定締結により、本学教職大学院へ進学を希望する福岡工
業大学の学生に対する特別選抜の実施や、学生及び教職員の行事等
の交流を行うこととなります。  
　本学は、本協定の締結により、今後も福岡工業大学と協力し、多く
の優秀な教員を輩出していきたいと考えています。

福岡工業大学と教員養成に関する連携協定を締結

めていきたいと考えております。

さらに豊かに伸ばす環境を提供してまいります。

改めて教科の魅力を確認し合うとともに、相手に伝える基本スキル
を磨く貴重な体験となりました。 

3令和5年度福岡教育大学学生表彰式

学生表彰

　令和６年２月１５日（木）、令和５年度福岡教育大学学生表彰式を
行いました。
　本表彰は、研究、課外及び社会活動等において、特に顕著な成果
や功績を収めた本学学生及び学生団体を表彰するもので、今年度は
１１名の学生が表彰の対象となりました。
　本学後援会会長及び役職員が見守る中、飯田学長から表彰状と
副賞が贈呈されました。飯田学長から「本学の良き伝統の継承者と
なり、大変誇りに思います」、河鍋後援会会長から「皆さんが優れた
成績を残されたのは、これまでの地道に積み上げてきた努力をしっか
り発揮でき、コロナ禍なりの工夫をしてきたからだと思います」とお祝
いの言葉が贈られました。
　これを受け、受賞者を代表して、柔道部　大杉鴻燿さんから「今
後、自らの能力をより高められるように研鑽に努め、種々の活動を通
じて、更に飛躍を期したいと思います」との抱負が述べられました。
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大切にしていること
　教師になって3年目になりました。あっという間に過ぎていく教員
生活ですが、とても充実していると感じます。
　私が一番大切にしていることは人とのつながりです。1人では教
師の仕事はできません。職場の人とのつながり、保護者とのつなが
り、子供たちとのつながり。どれか一つ欠けていても教師の仕事を
することはできません。そのために相手の気持ちを考えて自分が行
動していくことが大切だと思います。そうすることでお互いの信頼関
係にも繋がり、それが回り回って必ず自分のためにもなると思って
います。

学生時代に学んだこと
　学生時代、小学校で 2 度、中学校で 1 度教育実習をさせて
いただきました。授業を行う難しさや、学級経営の大変さも感じ
ました。しかし、実習の担当の先生から「失敗してもいいんだから、
自信を持って楽しくやることが大切だよ。」と声をかけていただきま

した。どうしてもうまくやら
なくてはと考えていた自分
にとっては持っていなかっ
た視点でした。
　教師の表情や雰囲気な
どを子供たちはよく見てい
ます。子供たちに学校が、
授業が楽しいと思ってもら
うにはまず教師が楽しいと
いう気持ちを持って子供
たちと向き合うことがいか
に大切か学びました。

教職を志す学生さんへ
　大学生活はとてもかけがえのない時間です。部活、サークル、ア
ルバイト、ボランティアなど興味のあることにどんどんチャレンジして
いってください。これらの経験がきっと今後のみなさんの人生の武
器になると思います。
　いつの日か、一緒に働ける日を楽しみにしています。

給食時間

ソフトボール投げの授業

社会科授業

リコーダーの授業

OB&OG
33

紹介

第　   回　福教大卒

専門の研究テーマ
　天文学が専門です。特にX線望遠鏡を用いた
ブラックホール天体の構造解明が主な研究対象
です。我々の銀河の中には2000億の星があり、
そのうち1億個程度はブラックホールだと考えら
れています。普通のブラックホールは光を出しま
せんが、一部のブラックホールは近くにある星の
ガスを吸い込むことでX線で明るく光ります。ま
た、宇宙にある多くの銀河の中心には超巨大ブ
ラックホールがあり、それらも同様に周りの星や
ガスを吸い込むことで輝きます。これらをX線で
観測することで、物質の流入・流出の様子や、ブ
ラックホールが銀河進化に与える影響などを研
究しています。地上の望遠鏡（赤外線や電波）
も使った研究もあわせて行っています。

大学教員に進むことになった
きっかけ
　中学生の時に理科の授業で星の一生につい
て学んだ際に、宇宙ではこんな途方もないこと
が起こっているのかと衝撃を受けました。そし
て、宇宙で起こっているあらゆる現象をまるで見
てきたかのように語ることができる天文学を面
白いと感じました。高校一年生で天文学者にな
ることを心に決め、その時のモチベーションのま
ま今に至ります。
　

研究成果の教育への還元について
　天文学は児童、生徒を含め社会からの興味
が極めて高い学問分野です。一方で、授業で地
学を扱う高校は多いとは言えず、大学で初めて
天文学に触れる学生も多くいます。まずは天文
学を楽しむこと、その延長線として天文学の考
え方や知識を習得してもらうことを意識して教
育を行っています。

こだわりの物・考え・モットーに
ついて
　生徒というのはよく先生を観察しています。慕
われる先生というのにはいくつかタイプがありま
すが、自分の中高生時代を考えた時に、自らの
教科に対して深い知識と専門性を持っている先
生は発言に説得力があり、慕われていたように
思います。そのような先生を養成すべく、学校の
授業で扱うよりさらに一歩踏み込んだ内容を理
解してもらうようにしています。また私自身が模
範となるべく、世界の第一線で活躍する天文学
者であり続けるよう日夜努力しています。

福岡教育大学で学ぶ学生に一言
　理科教育とは、身の回りのものや出来事に対
して興味を持ち、そこから何かを感じ取ろうとす
るところから始まります。大袈裟に言えば理科と
は人類の知的好奇心によってもたらされる活動
であり、人類が知的生命体たる所以でもありま
す。学生の皆さんにはぜひ、理科を「学ばなけれ
ばならないもの」ではなく「学ぶと楽しいもの」
にしてほしいと思います。そして、理科の楽しさ
を伝えることができる先生になってもらえるよ
う、私たちも全力で教育にあたります。

JAXA宇宙科学研究所より
感謝状贈呈
　X線天文衛星「XRISM」の試験や運用に携
わった水本先生へJAXA宇宙科学研究所より感
謝状が贈られました。X線天文衛星「XRISM」
は、2023年9月7日にJAXA種子島宇宙セン
ターからH-IIAロケットに搭載され、打ち上げら
れました。
　水本先生は学長室を訪問し、学長へ報告を行
いました。

見えないものを見ようとして
望遠鏡を覗き込んだ

教員紹介

X線望遠鏡XRISMを載せた
H-II Aロケットの打ち上げの様子

credit: JAXA

X線望遠鏡XRISMのイメージ図
credit: JAXA

大学屋上の40cm反射望遠鏡

学長と水本先生

感謝状

・初等教育教員養成課程
　令和４年3月卒業

なか むら しょう き

中村　捷希
福岡市立姪浜小学校

教諭 さん

水本　岬希
理科教育研究ユニット

講師 

みず もと みさき

出  身  地：愛媛県松山市
最終学歴：東京大学大学院
　　　　  理学系研究科
　　　　  天文学専攻　博士課程
取得学位：博士（理学）
本学着任：2023年
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保護者説明会開催のご報告 第４９回定期総会開催
後援会

学生支援課

　同窓会城山会は、４月２９日（月）に福岡県内各支会、佐賀県、
長崎県、大分県、熊本県の各県支部の代表総勢１２２名が参集し、
第４９回定期総会を八仙閣本店で開催しました。「同窓の絆を広
め・深め合って、さらなる前進」の言葉をもとに本年度の重点課題・
事業計画を決定しました。また、懇親会では学長　飯田慎司様は
じめ９名の大学役員の方々を来賓としてお迎えして、交誼を深めま
した。今、多くの卒業生が福岡県、九州・中国・四国地方、そして、
全国で教員として採用されています。私たち城山会は、卒業生、
そして、在学生を心から支え応援します。

福岡教育大学同窓会　城山会事務局　
TEL・FAX：0940-33-2211 　
E-Mail：jouyamakai@able.ocn.ne.jp

実証実験に参加した学生 健康科学センターHP

同窓会城山会
じょう やま かい

　宗像市内に配達される宅配便の再配達を防止することで、宅配
物を受け取る学生の利便性の向上を行うとともに、再配達にかかる
配送車のCO2削減や「2024年問題」の課題である配達員の配達時
間の削減にチャレンジするための、宗像市の取組に賛同する市内在
住の希望学生に宅配バックを配付しました。

　令和6年度保護者説明会が、鹿児島、佐賀、山口、宮崎の4ヶ所
で開催されました。Ⅰ部では、大学から就職状況等についての説明
の後、質疑応答を行いました。Ⅱ部では、学年毎に懇談をし、保護
者同士で情報や要望などを共有することができました。
　来年は、大分、熊本、長崎、広島で開催の予定です。たくさんのご
参加をお待ちしています。

宅配便の再配達削減に向けた
実証実験に参加しました

キャンパスからの便り
Campus Letter

福岡教育大学後援会 事務局
TEL・FAX：0940-33-8070
E-Mail：kouenkai@eos.ocn.ne.jp

健康科学センター

MESSAGE 　No.125　2024　
春号
　今回は、冊子からリーフ
レットへ変更し、主に新入生
向けになっています。睡眠・
食事・運動などの体のこと、
カウンセリングや心のことな
ど身近な内容と、健康科学
センターについて紹介してい
ます。是非手にとってご覧く
ださい。

　今後のよりよい誌面作りのため、皆様からのご意見・ご感想をお寄せください。
　アンケートにご協力いただいた方の中から抽選で5名様に『福岡教育大学オリ
ジナルグッズ3点セット』をプレゼントします。
※当選者の発表はプレゼントの発送をもってかえさせていただきます。

　学生広報チームi-na！です。
　今回は、多くの学生の皆さんにご協力頂
き、昨年度から開始された新カリキュラムの
課程の紹介や、福岡教育大学の学生の生
活、大学周辺のオススメスポットを紹介しました。
　学生広報チームi-na！では、私たちと一緒
に活動して下さる新メンバーを募集していま
す。年2回の広報誌の作成やInstagramでの
投稿に興味のある方はぜひ一度学生広報
チームi-na！のInstagramまでご連絡下さ
い！

アンケートに答えて福教大オリジナルグッズをGET！

令和6年9月30日（月）

学生広報チームi-na！新メンバー募集中！

福岡教育大学基金のご案内

福岡教育大学財務企画課
TEL:0940-35-1218　　FAX:0940-35-1701　E-mail:kaihosa@fukuoka-edu.ac.jp

公式ホームページ

お問い合わせ先

福岡教育大学基金

インターネット（クレジットカード払い）による寄附金の受付を開始いたしました。

福岡教育大学では、教育研究の更なる発展や充実を図ることを目的として、「福岡教育大学基金」を設けております。

特に「修学支援事業基金」では、経済的理由により修学に困難がある学生が、希望する教育を受けられるように、

皆様からいただいたご寄附を、学生のために特化して活用します。

寄附をされる際に、「修学支援事業基金」と事業を特定してください。

広く教育界、産業界、地域の皆様方に、本基金への格別のご理解とご支援を末永く賜りたく、お願いを申し上げます。

＜アンケートにおける個人情報の取扱について＞
ご提供いただいた個人情報は、プレゼントの発送以外には使用致しません。

応募締切
抽選で５名様に抽選で５名様に

福岡教育大学オリジナル
サインペン＆ボールペン＆メモ帳

こちらのフォームからご応募ください。

i-na! Instagram
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恩
師
も
、
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も
、
福
教
大
。

（2001年度　卒業生）（2019年度　卒業生）

特集1

特集2

特集3

メインビジュアルをリニューアル
共通講義棟に『Edu Co×Lab』完成
私の課程のここがi-na!
私の課程のここがi-na!/福教大生の1日ってi-na!/福教大生が選ぶ大学周辺のここがi-na!


